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県
下
最
大
の
市
域
で
あ
る

豊
岡
市
の
農
地
は
、
地
域
に

よ
っ
て
様
々
な
状
況
が
あ
り

ま
す
。
六
方
田
ん
ぼ
に
代
表

さ
れ
る
広
い
平
地
、
神
鍋
高

原
な
ど
の
畑
作
地
域
、
最
も

多
い
中
山
間
地
域
、
そ
し
て
、
狭
い
谷
間
に
散
在
す
る

狭
小
な
農
地
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
農
地
は
そ
れ
ぞ
れ

に
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
中
山
間

地
域
に
あ
っ
て
は
、
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
は
深
刻
で

す
。

　

農
業
の
担
い
手
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
見
合
っ
た
形

で
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
規
模
拡
大
で
効
率
的

な
経
営
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
が
叶
わ
な
い
地
域
に
あ

っ
て
は
家
族
経
営
農
業
、
集
落
営
農
、
半
農
半
Ｘ
（
エ

ッ
ク
ス
）
な
ど
様
々
な
形
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
農
地

を
守
る
担
い
手
も
農
業
者
だ
け
で
は
困
難
で
す
。
集
落

全
体
、
更
に
は
集
落
を
超
え
た
地
域
の
共
同
し
た
取
り

組
み
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

豊
岡
市
農
業
委
員
会
は
、
改
正
農
業
委
員
会
法
に
基

づ
く
十
九
名
の
農
業
委
員
と
、
二
十
五
名
の
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
新
し
い
体
制
で
こ
の
一
年
間
の
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
担
当
地
区

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
推
進
委
員
の
任
務
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
農
地
制
度
の
運
用
を
進

め
て
い
く
う
え
で
最
も
重
要
で
す
。

　

地
域
に
根
差
し
た
農
業
委
員
会
と
な
る
よ
う
一
層
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
農
地
制
度
の
運
用
を

豊
岡
市
農
業
委
員
会
　
会
長
　
森
井
　
　
脩

　

新
体
制
に
移
行
し
一
年
と

な
り
ま
し
た
が
、
私
が
担
当

し
た
農
地
対
策
委
員
会
で
は
、

農
地
の
権
利
移
動
、
転
用
許

可
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
意

見
書
の
提
出
等
の
業
務
を
行

い
ま
し
た
。
当
初
ど
う
な
る
か
一
抹
の
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
順
調
に
業
務
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
少
し
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

意
見
書
は
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
推
進
に
関
す

る
施
策
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
意
見
を
出
し
、
行
政
機

関
等
は
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
二
十
九
年
度
意
見
書
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、

①
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
及
び
解
消

②
担
い
手
農
家
や
集
落
営
農
の
育
成
と
支
援

③
地
域
を
支
え
る
農
政

④
有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
の
強
化

⑤
地
産
地
消
と
食
農
教
育
・
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の

推
進

の
五
つ
に
絞
り
、
委
員
各
位
か
ら
意
見
を
求
め
、
行
政

当
局
あ
て
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
農

業
委
員
会
だ
よ
り
で
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
農
家
の
声
を
反
映
し
、
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化
推
進
に
貢
献
す
る
意
見
書
に
な
る
よ
う
、
研

鑽
を
積
む
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

船
出
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

　
会
長
職
務
代
理
者

兼
農
地
対
策
委
員
長
　
大
原
　
博
幸

　

昨
年
四
月
よ
り
農
業
委
員
会

の
組
織
も
大
き
く
変
わ
り
、
新

た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
二
十
五
名
が
委
嘱
さ
れ
、
農

業
委
員
十
九
名
と
一
緒
に
活
動

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
役
割
が「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
」と
し
て
強
化
さ
れ
た
の
を
機
に
、農
地
法
等
に
基
づ
く

許
可
事
務
だ
け
で
は
な
く
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積・
集
約
と
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止・
解
消
、新
規
就
農
の

促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
取
り
組
む
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
会
が
作

ら
れ
こ
の
一
年
、
推
進
委
員
長
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
は
農
家
と
関
わ
る
こ
と
で
意
見
を
聞
き
、
総

会
で
意
見
を
述
べ
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
な
れ
ば
と
の
思

い
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
制
度
に
な
り
、
農
業
委
員
と
推
進
委
員
と
連
携
を
と

り
活
動
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、農
地
の
事
な
ら
何
で
も
相

談
し
て
い
た
だ
け
る
体
制
が
不
可
欠
と
痛
切
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
組
織
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に
も
、

推
進
委
員
と
農
業
委
員
は
、
地
域
農
業
の
世
話
役
と
の
思

い
で
、
各
地
域
単
位
で
小
部
会
を
立
ち
上
げ
、
よ
り
農
地

に
対
す
る
相
談
が
し
や
す
い
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
農
業
の
活
性
化
と
農
家
か
ら
相
談

を
し
て
い
た
だ
け
る
農
業
委
員
会
と
な
る
よ
う
、
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

頼
ら
れ
る
農
業
委
員
会
に
向
け
て

会
長
職
務
代
理
者

兼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
長
　
村
田
　
憲
夫

農業委員会活動　新体制での１年を振り返って
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西
気
地
区
は
、
豊
岡
市
の
南
西
部
に
位

置
し
、
日
高
町
の
神
鍋
高
原
が
あ
る
地
区

で
す
。
四
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
風
光
明

媚
な
盆
地
で
、
清
ら
か
な
水
と
昼
夜
の
寒

暖
差
は
米
づ
く
り
に
適
し
、
食
味
の
良
い

米
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、

二
万
五
千
年
前
の
噴
火
に
よ
る
火
山
灰

は
“
黒
ボ
ク
土
”
と
言
わ
れ
、
水
捌
け
が

よ
く
野
菜
作
り
に
適
し
て
お
り
高
原
野
菜

は
有
名
で
す
。
有
数
な
ス
キ
ー
場
を
持
つ

神
鍋
高
原
は
、
四
季
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ

が
盛
ん
な
観
光
を
併
せ
も
っ
た
地
区
で
す
。

平
成
十
五
年
に
は
、
蘇
武
ト
ン
ネ
ル
が
開

通
し
て
、
交
通
の
利
便
性
が
高
ま
り
ま
し

た
。

　

少
し
地
区
の
農
業
に
つ
い
て
現
状
を
紹

介
し
ま
す
。
農
機
具
は
耕
作
面
積
の
大
小

に
関
わ
ら
ず
、
農
家
ご
と
に
一
式
揃
え
て

と
い
う
体
制
で
す
。

　

鳥
獣
害
の
被
害
は
深
刻
で
、
畑
作
の
み

な
ら
ず
水

田
に
も
影

響
が
出
て

き
て
い
ま

す
。
電
気

柵
等
に
よ

る
防
護
策

は
費
用
負

担
及
び
保

守
点
検
等

　

資
母
地
区
は
豊
岡
市
の
南
東
部
に
位
置

し
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
・
た
ん
と
う
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
ま
つ
り
、
そ
ば
ま
つ
り
な
ど
が
開

催
さ
れ
て
い
る
地
区
で
す
。

　

昨
年
四
月
よ
り
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
八
月

一
日
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
農

地
へ
の
再
生
が
難
し
い
山
間
の
奥
ま
っ
た

農
地
や
谷
地
田
が
耕
作
さ
れ
ず
に
遊
休
農

地
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

遊
休
農
地
を「
再
生
可
能
な
農
地
」・「
再

生
困
難
な
農
地
」
と
仕
分
け
し
、
ど
の
よ

う
に
対
応
・
解
消
し
て
い
く
の
か
が
問
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
に

は
、
奥
ま
っ
た
所
の
農
地
を
維
持
す
る
こ

と
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
生
産
効

率
も
悪
い
な
ど
様
々
な
障
害
が
あ
り
、
残

念
に
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

も
う
一
方
、
遊
休
農
地
が
増
加
す
る
一

番
の
原
因
は
、
農
業
従
事
者
の
減
少
で
す
。

高
齢
化
に
よ

る
離
農
の
増

加
や
後
継
者

不
足
、
農
業

の
採
算
性
の

厳
し
さ
な
ど

で
そ
の
数
は

減
り
続
け
て

い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

が
広
範
囲

に
な
り
個

人
の
力
・

区
単
独
で

は
限
界
が

あ
る
状
況

で
す
。

　

こ
の
地

区
の
課
題

は
、
高
齢

化
に
伴
い

多
く
の
農
家
の
農
業
離
れ
に
加
え
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ス
イ
カ
等
重
量
野
菜
の
作
付
面
積

が
減
少
す
る
中
、
担
い
手
不
足
と
相
ま
っ

て
耕
作
放
棄
地
が
年
々
増
加
し
、
近
年
は

景
観
形
成
に
も
悪
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
区
の
農
業
を
ど
の
よ
う
に
守

り
育
て
て
い
く
の
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

魅
力
の
あ
る
農
業
、
飯
の
食
え
る
農
業

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
は
、

農
会
、
農
家
、
農
業
者
グ
ル
ー
プ
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
つ
に
、
当
地
区
の
特
徴
で
あ
る
観
光

と
の
連
携
も
大
切
な
柱
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
区
内
の
ほ
場
巡
回
を
し
な
が
ら
、
耕

作
状
態
や
、
不
耕
作
面
積
の
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
意
欲
の
あ
る
人
材
を
育
成

す
る
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
、
担
い
手
農

業
者
や
、
農
地
所
有
適
格
法
人
に
農
地
の

集
約
が
出
来
れ
ば
と
希
望
し
て
い
ま
す
。

�

（
推
進
委
員　

井
上　

孝
）

当
地
区
は
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
図

り
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
を
行

い
、
担
い
手
（
認
定
農
業
者
）・
農
地
所

有
適
格
法
人
等
で
請
け
負
い
可
能
な
限
り

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
限
界
も
見
え
て

く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
工
夫
次
第
で
生
産

性
を
上
げ
ら
れ
、
も
う
少
し
規
模
拡
大
を

目
指
す
事
が
可
能
と
し
て
も
、
こ
れ
に
伴

い
設
備
、
機
械
等
々
の
見
直
し
や
販
路
の

確
立
な
ど
様
々
な
課
題
を
克
服
す
る
必
要

が
あ
り
、
こ
こ
に
難
し
さ
を
感
じ
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
期
待
し
た
い
の

が
、
新
規
参
入
者
の
促
進
、
自
営
で
農
業

を
営
む
農
業
従
事
者
も
続
け
ら
れ
る
努
力

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
ま
た
、
後
継
者

対
策
を
持
っ
て
い
た
だ
き
昔
の
よ
う
な
田

園
風
景
が
少
し
で
も
取
り
戻
せ
た
ら
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
幅
広
い
内
容
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
地
域
の
農
業
が
盛
り
上
が
っ
て

い
け
る
よ
う
、
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
推

進
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

（
推
進
委
員　

松
本
雅
浩
）

豊岡市農業委員会は、昨年４月から農業委員19名と新たに農地利用最適化推進委員25名を加えた44名の体制になりました。
地域で頑張る農地利用最適化推進委員の声をお届けします。

頑張ってます！農地利用最適化推進活動

【万劫区の田植えイベント】

雪に覆われ静かに春を待つ、西気地区

たんとうチューリップまつり

体験を通して農業に興味を持ってほしい

田んぼアート

西
気
地
区

�
（
日
高
地
域
）

資
母
地
区

�

（
但
東
地
域
）



　とよおか農業委員会だより　2018. 3. 25　④

きばっとんなる人らぁ○37 このコーナーでは、
地域で頑張る農家のみなさんを紹介します。

葉物野菜で勝負！
京町　鎌田　頼一さん（27歳）

葉物野菜にかける！
気比　西村　拓也さん（35歳）

　鎌田さんの農業用ハウスを訪問して第一印象は、
「若い農業者だな～」豊岡の農業に彼のような若い
青年が携わってくれて大変うれしく思いました。
　今回、ご紹介する鎌田さんは、27歳、就農して
３年だそうです。また彼のお父さんは農家ではなく
彼も就農するまで農作業は未経験です。そのような
彼が、なぜ農業を志すようになったかをお尋ねする
と、高校卒業後に日本農業経営大学校に進まれて農
業経営のノウハウを勉強するうちに農作物の生産
から販売までの一貫した農業経営に興味を持たれ
たそうです。
　訪問当日は、ハウスの中で、彼のお父さん、お母さ
んと従業員の４名でほうれん草の収穫に精を出さ
れていました。野菜を作る上でどういうところにこ
だわっているかお聞きすると、土壌診断を行い適正
な施肥により健康な野菜を作り消費者に届けるこ
とだそうです。また、肥料なども土壌に合ったもの
を自分で取り寄せ、価格経費面においても気を配っ
て原価意識も高く販売に力を入れているそうです。
　販売の特徴は、豊岡地域や但馬外の友達でグルー
プを作り、グループで情報交換して、豊岡市内や京
阪神へ販売しておられます。特に京阪神に力を入
れ、商談、展示会などの出品に力を入れているそう
です。
　一人では難しいことでも友達と一緒に行うこと
で交渉もうまくいったりするし、助け合ったりして
仲間との関係を大切にされています。将来は、会社
組織にしたいという夢をお持ちです。
　豊岡でハウス栽培を行う上で困ったことは天候
不順による強風にさらされることだそうです。
　若い農業者が、大規模でもなく農業未経験でも一
生懸命農業に取り組まれる姿に頭が下がる思いで
す。是非、若い力でイノベーションを起こして下さ
い。期待しています。� （上坂光広委員）

　ここは、中筋地区伏のハウス団地の一角です。今
回紹介するのは、気比より通勤農業をされている西
村拓也さんです。昨年新設されたビニールハウスに
は、チンゲンサイが整然と定植され、雪害対策とし
て単管支柱がセットされていました。
　地元の高校を卒業後、一旦は大阪で販売業の仕事
に就かれましたが叔父さんの農業に対する姿勢に
興味をもち、25歳で但東町の農地所有適格法人（夢
大地）に就職され５～６年の経験を積まれました。
31歳で農地25ａとパイプハウスを借り、昨年３棟
のパイプハウスを増設し、現在に至っています。気
比からの通勤には時間を要するが、ハウスの風の被
害を考えると伏のほ場は適地であると言う。夢大地
で培ったノウハウが生かされていると同時に植物
の生理生態についても精通されており、将来が楽し
みな逸材です。現在は、チンゲンサイ主体ですが、
葉物野菜を中心に３～４品目を柱として周年栽培
を行いたいという意気込みです。
　減農薬と土づくりにも意欲的で、良い堆肥がない
ものかと試行錯誤の連続です。「百聞は一見にしか
ず」を座右の銘とし、見聞を広めるとともに自慢の
集中力で秀品生産に挑んでいます。ここで心配なの
が、夏季の高温シーズンにあまり熱中しすぎて倒れ
てしまわないかと…。一日も早く良き伴侶とともに
野菜生産ができることを念じます。
　野菜の出荷先については、主として産直ネットワ
ークによる販売です。自分で生産した野菜に自分で
値段を付けるという生産者本来の考え方で自立を
目指しています。当面の目標は、トラクタをはじめ
とする農機の充実と経営分析による経費の削減を
考えておられ、とても意欲的でした。
� （西沢泰裕委員）

収穫を待つほうれん草と

雪害対策が講じられたハウス内で
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情報ひろば

　平成29年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借（借賃が有料のもの）における賃借料水準（10
ａ当たり）は、以下のとおりです。　平成30年２月1日� 豊岡市農業委員会　
■田（水稲）

締結（公告）
された地域名 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） 筆　数

（借賃が有料のもの）
使用貸借筆数

（借賃が無料のもの）

豊岡地域（旧豊岡市） 　11,100 21,000 4,700 157 352

城崎地域（旧城崎町） 12,300 14,000 10,500 4 1

竹野地域（旧竹野町） 6,000 6,000 6,000 12 30

日高地域（旧日高町） 7,000 10,000 2,300 78 132

出石地域（旧出石町） 5,400 8,500 2,000 121 42

但東地域（旧但東町） 4,500 　6,600 3,000 5 208

（参考）豊岡市全域平均 8,200 377 765

　【この表の見方】
１　筆数は、賃貸借が設定されたもののうち、借賃が有料のものの筆数です。ただし、特殊な取引と推測される

もの（著しく高い場合や低い場合及び時価）は筆数から除いています。
２　借賃を現物で定めている場合は、60kg当たり14,000円で換算しています。
３　平均額は、算出結果を四捨五入し、100円単位としています。
４　参考のために使用貸借（借賃が無料のもの）の筆数もお知らせします。
５　畑については事例が少ないため算出していません。
６　この水準は、あくまでも情報提供ですので、土地の広さ、形状、水利等の条件に応じて、貸し手と借り手の

双方で十分協議してお定めください。

農地の賃借料情報
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　あなたの地域、地区の農業委員と農地利用最適化推進委員です。農地に関することで相談がありましたらお気
軽に声をかけてください。

農業委員会では、農地利用の最適化を推進する業務を行なっています。
最適化の推進ってどんなこと？

農地に関することは、地域の農地利用最適化推進委員又は農業委員にご相談下さい。
どんなことに相談に乗ってもらえるの？

地域名 地区名
農業委員 農地利用最適化

推　進　委　員 地域名 地区名
農業委員 農地利用最適化

推　進　委　員
氏　名 氏　名 氏　名 氏　名

豊岡地域

八条・豊岡地区全域
西沢　泰裕

宮村　吉一

日高地域

国府地区全域
上坂　光広

植村　政明
中筋地区全域 池畑　一己 八代地区全域 平野　　薫
三江地区全域 齋藤　善久 佐竹　澄雄 日高地区全域 宮岡　正則 安岡　平夫
田鶴野地区全域 村田　憲夫 阪井　　裕 三方地区全域 宮口　豊隆 水嶋　明彦
五荘地区全域

蜂須賀久人
原田　益男 清滝地区全域 田中　直喜 西口　　覚

奈佐地区全域 石原　章二 西気地区全域 原　　清美 井上　　孝
新田地区全域

北垣　裕次
岡本　光夫

出石地域

弘道・福住・寺坂地区
井谷　勝彦

仲川　弘之
神美地区全域 栗原　安信 菅谷地区及び室見台 杉本　武己

港地区全域 高尾　利美 絹本　　實 小坂地区全域 水嶋　義彦
（田多地・安良を除く） 川口　義昭

城崎地域 城崎地域全域 石橋　重利 岩本　照雄 小野地区全域 大原　博幸
（田多地・安良を含む） 中務　喜紹

竹野地域
竹野南地区全域 尾口　正信 福丸　義章

但東地域
資母地区全域

永井　辰正
松本　雅浩

中竹野・竹野地区全域 加悦富美恵 天野　辰男
（中竹野：福丸義章）

高橋地区全域 桑田　　均
合橋地区全域 森井　　脩 岡本由紀夫

農地の相談は、農地利用最適化推進委員へ

◇耕作面積を増やしたい。（借りたい。買いたい。）
◇高齢でもう、耕作できないので誰かに貸したい。（売りたい。）
◇耕作者から来年から作れないと言われて困っている。
◇集落営農をしようと考えているがどうしたらいいか。
◇集落内で担い手を育てたい。　　などなど…

○担い手への農地利用の集積・集約化
○遊休農地の発生防止・解消
○新規参入の促進　　など



⑦　とよおか農業委員会だより　2018. 3. 25

◇詳しい内容が知りたい方は、兵庫みどり公社豊岡農地管理事務所（TEL:0796-26-3697）へお問い合わせください。
◇農地中間管理機構と農業委員会は、連携・協力関係にあります。“農地を貸したい”“農地を借りたい” というご相談はお

近くの農業委員・農地利用最適化推進委員までどうぞ。

農地を借りて、農業経営の規模を拡大したい担い手さんや新規就農者の皆さん
農地の借受希望者を募集します !

農地の有効利用や農業経営の効率化を進める担い手への農地の集積・集約化を推進するため、農地の借受希望者を
随時募集しています。

農地中間管理機構で
農地を貸し借りすると、
こんなメリットが！

○機構は公的機関だから安心して農地を貸せます。
○契約期間終了後、農地はお手元に戻ります。（更新も可能）
○機構に貸し付けた人・地域に機構集積協力金が交付されることがあります。（要件あり）

○農地を長期（10年間）に安定して借入でき、効率的、安定的な農業経営ができます。
○地主が多数いても、契約は機構とだけなので、貸借料の支払等の事務が軽減されます。

貸
し
手
借
り
手

〜「農地」の管理にお困りではないですか？〜
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農業委員会だより第39号は私たちが担当しま
した

表紙について

　来日岳は標高567メートルの秀峰であり、山頂からの眺めは
素晴らしく、南側には床尾山、大岡山、神鍋山等の山々が望め、
東側には丹後の山並みが連なり、北側には日本海が広がって
います。また、眼下には出石から豊岡、城崎、津居山港へと
大パノラマが続き、ほぼ中央に円山川が蛇行を繰り返しなが
ら下流域のラムサール湿地を通って日本海へと流れています。
　晩秋には、この円山川から立ち上る川霧が雲海となり、正
面の稜線から昇るご来光や力強く波打つ雲海の壮大な眺めは、
訪れる人に大きな感動を与えています。
　登山ルートは４ルートあり、城崎側から登る林道（現在自
動車は通行できない。）と来日の集落側からは林道（車道）と
登山道（歩道）２ルートの３ルートがあります。また、登山道（歩道）は全但バスの来日口バス停付近から
山陰線のガードをくぐり抜けて少し入ったところから尾根づたいに登るコースと集落の菩提寺である曹洞宗
の禅寺「高峰山観音寺」からの登山ルートがあります。二つの登山道は霊峰「来日岳」として登山口から山
頂まで石仏が置かれ、通称「弘法道（こうぼうみち）」と呼ばれ、現在も７月下旬の日曜日に地区住民が登山
道の草刈りを行っています。
　この素晴らしい「来日山」は「但馬お宝100選」にも選ばれたり、兵庫名山50にも選ばれるなど、トレッキン
グコース中～上級の山としても知られており、春から秋にかけて沢山の登山者やカメラマンが訪れています。

　地元来日地区の有志「来日山登山実行委員会」が年２回、登山大
会を主催しています。春の「新緑登山大会」は山頂で草餅の餅つき、
秋の「雲海登山大会」ではイノシシ鍋等で参加者を歓迎するなど、年々
参加者も増え、昨年の雲海登山では、参加者やボランティアで山頂
は約160名の人で賑わいました。
　最近ではインターネットで沢山の「来日山」のデータが検索でき、
神戸市・加古川市・姫路市等からの参加者も増え、同実行委員会で
は地元の活性化とともに城崎の観光へ貢献することを切に願ってい
ます。

　来日区には農業振興地域における農用地面積が11.5ha（田）
あり、この内、遊休農地面積が3.6haで全体の約３割を占め
ており、7.9haを各々個人で水田耕作しています。
　耕作者は40歳代から80歳代に至るまで、大半が65歳以上
で、高齢化・後継者不足、後継者が居ても何らかの事情で
従事できない等で、将来に亘り不安と課題を残しながらでも、
取り組んでいる状況です。（石橋重利委員） お申し込みは農業委員会事務局へ

来日岳

登山大会

来日区農業の実態

雪化粧した来日岳

春の「新緑登山大会」


